
-平成28年度事務事業実績評価表 政策№ 2 施策№ 28 事業№ 48 14

事務事業名 市民の学習交流推進事業
会計 一般会計 実施区分 継続

事業種別 政策 開始 19 終了
H29作成課等名 公民館 H29係等名 学習支援係 H28担当課等名 公民館

基本計画上
の位置づけ

政策 2 地育力によるこころ豊かな人づくり

施策 28 学習交流活動の推進

目
的

対象（誰・何を） 市民
対
象
指
標

指標名及び単位 28年度数値

飯田市の人口（人） 100957

意図（どういう状態
にするか）

多様な学びの機会を通じて飯田市（地域）を知り人とつな
がる

向上させたい上位施
策の成果指標

学習活動を行っている市民の割合

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度実績 備考（指標変更など）

成果
指標

公民館の学級講座延べ開設数（事業） 30 34 30 38

成果
指標

公民館の学級講座の延べ参加者数（人） 2500 2725 2500 3463

定性
目標

事
業
概
要

・市民を対象とした飯田市の自然、歴史、文化をはじめ、食育、地域づくり、産業振興、防災、時事問題などの多様な分野の課題を学習
し交流を実施する。（飯田市公民館が展開する事業）
・20歳を迎える成人者を対象に、全地区で成人式を開催する。開催にあたっては、各地区の成人者および地区住民が実行委員会を組
織し、青年層と地域をむすぶ学びの場を提供している。
・シルバー世代と地域をむすび、地域で活躍する人材育成を目的とした講座を開催する。
・バレーボールやコーラス等、全市民の交流の場を提供する。実施の際は、実行委員会を組織し、市民の主体的な企画・運営を展開す
る。
・JICA草の根事業を活用し、フィリピンレガスピ市との交流から生まれた「学びの会」と連携した交流事業を通じて、飯田の住民自治のし
くみを振り返る機会とする。
・県内の公民館関係者が集い、公民館を取り巻く課題や役割について共有することを目的として開催。今年度は飯田下伊那が当番とな
る。

事業内容 名称 活動指標

28
年
度
事
業
内
容

市民を対象とした多様な課題を学習し交流する活動
１　飯田市民大学講座
２　地活レジェンド育成講座
３　飯田市成人式
４　女性バレーボール大会
５　コーラスグループ発表会
６　東京大学との共同調査・学習
７　フィリピン・レガスピプロジェクト支援
８　第64回長野県公民館大会の開催

１　講座等開催数(回）
２　延べ参加人数(人）

１　38
２　3,463

事業コスト 27年度決算額 28年度予算額 28年度決算額 29年度繰越額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 4,183 4,105 4,030 0 （そ）ふるさと寄付金

国庫支出金

県支出金

起債

その他 100 765

一般財源 4,083 4,105 3,265

人件費計（千円）② 14,174 0 0 0

正規職員所要時間 3,520

臨時職員所要時間 1,476

総事業費①+② 18,357 4,105 4,030 0

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

市全体の共通課題や市民ニーズに対応した事業を企画・実施してきているが、公民館活動へ比較的参加の少ない20代～40
代をターゲットにした講座等の組立ても必要である。

改革改善
の考え方

①問題
点

参加者の高齢化、固定化などが進んできており、次世代の担い手育成が課題である。

②改革
提案

新たな視点での講座の組み立てを行い、これまで公民館活動へ無関心と言われる子育て世代や若年層への働き掛け
を行う。


